
1.14
JAN2009
NO.1008

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務政策課

賀
正

平成21年正月－観音寺観音堂（深山観音堂 /国指定重要文化財）

昨年秋、14年ぶりに屋根の葺
ふ

き替えが行われました。雪の林に静かにたたずむお堂は、
茅
かや

の香りを放ちながら、訪れる人の心をやさしく包み込んでくれます。
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　輝かしい年を迎え、町民の

皆様には謹んで新年のご挨拶

を申し上げます。

　地球上において、自然災害

をはじめ多くの事件や事故が

発生し、尊い生命が失われて

いるなかで、白鷹町において

は、災害もなく穏やかな年の

瀬となり、新年を迎えられる

ことの幸せをあらためて感ず

るものであります。

　昨年を表す一字として「変」

が選ばれました。日本の首相が短期間で交代し、米国の次期

大統領に変革を訴えたオバマ氏が選ばれたことや、株価が暴

落した世界経済の変動、物価上昇による生活の変化などが理

由として挙がりました。「来年は良い年に変えたい」との気持

ちを込めた意見が目立ったとのことです。

　昨年10月には、本町でも町長選挙が実施され、激戦のすえ、

橋本氏から佐藤新町長に舵取り役のバトンが渡されたわけで

すが、これも「変」とは無縁ではなかったと思えます。今後

のニューリーダーの活躍に、大いに期待するものであります。

　また、サブプライム問題に端を発し、百年に一度といわれ

るような世界金融不安や半導体・自動車産業を中心とした景

気の急激な落ち込みなどから、本町においても経済環境が刻

一刻と厳しさを増しています。その現実を見る時、新しい年

2009年を迎え、一日も早い景気回復を願うものです。

　さて、本町も第４次総合計画の総仕上げの時期を迎えてい

ます。なかでも最大の事業である鮎貝まちづくり事業では、

全体像が姿を現してきました。中核施設である（仮称）白鷹

町文化交流センター「あゆーむ」、さらに子育て支援住宅「み

らい」の完成と、今後は交流・定住の人口の増加に向けた運

営をいかに充実したものにしていくかが重要になってきます。

そして、長年の懸案となっている荒砥橋の架橋促進が、今後

のバランスの取れた白鷹町づくりを進めるうえで鍵を握って

いることは、今さらながら言うまでもありません。また反面、

県立荒砥高等学校対策、フラワー長井線対策など、いずれも

今後の白鷹町を大きく左右することであり、町が全力で取り

組まなければならない課題であると考えています。

　昨年も、県外から多くの市町村議会が白鷹町議会を訪れま

した。全国的に議会の活性化を図ろうという動きが出ている

なかで、議会運営に関する視察が主であります。全国的には、

議会基本条例を制定した北海道栗山町が有名ですが、我が議

会も、平成11年に議会活性化特別委員会を立ち上げ、常任委

員会の完全公開、インターネットによる議会中継、議員定数

の大幅削減、一般質問における対面型の一問一答方式の導入、

議員自ら編集する議会だよりの発行などに力を注いでまいり

ました。今後も活性化に向け、さらなる努力をして参る所存

であります。

　以上、新年にあたり所感一端を述べさせていただき、町民

の皆様のご健勝を心から祈念申し上げ、年頭にあたってのご

挨拶とさせていただきます。

白鷹町議会議長　船　山　　仁　

　明けましておめでとうござ

います。町民の皆様におかれ

ましては、ご家族お揃いで希

望に満ちた新年をお迎えのこ

とと心からお慶びを申し上げ

ます。

　昨年は、町長選挙におきま

して、町民の皆様の温かいご

支援により町政の重責を担わ

せていただくこととなり、私

自身にとっても大きな節目の

年となりました。

　さて、回復基調であった景気は昨年後半から一転、世界的

な金融不安に端を発した大津波が実体経済を直撃し、自動車

産業などを中心として業績は急激に落ち込みました。この世

界同時不況により、町内の経済環境も非常に厳しい状況です。

先行きは不透明ですが、一日も早く景気が上向きになること

を願い、町の底力を信じながら、町内企業と町民生活の安定

のため、関係機関と連携し経済対策に取り組んで参ります。

　平成21年度は本町にとって、第４次総合計画の総仕上げに

取り組みながらも、次期総合計画をスタートさせるための助

走を始めなければならない大切な年となります。そのための

土台となるのは、町民と町が共に創りあげる「共創のまちづ

くり」の理念です。私が考える「共創のまちづくり」とは、

町民の皆様と町がそれぞれの役割と責任のもとで、相互の立

場を尊重し、情報を共有しながら、対等な関係で協力してい

く協働の理念を踏まえ、お互いが対話を通して意識を高め合

い、創造、発展していくことを目指すものです。

　この理念をもとに、本年から具体的に各種施策を展開して

いきます。まちづくりの基本方針としては、まず第１に、「未

来を担う人づくり」として、次代の町を担う人材確保と育成

に向け、県立荒砥高校の存続に向けた具体的な対応、学校教

育の充実、産業を支える人づくり、地域や文化を支える人づ

くりを推進して参ります。

　第２に、「安心で住みよいまちづくり」として、出産、育児

に対する不安を少しでも解消できる支援策など、町独自の子

育てしやすい環境づくりをはじめ、文化の発信と定住を基本

に据えた、鮎貝まちづくり事業の推進、公共交通網の充実、

環境保全、福祉・医療の充実や災害時における防災体制の整

備を図っていきます。

　第３に、「活力あるまちづくり」として、持続可能な農業・

農村づくりの推進や、時代の変化に柔軟かつ的確に対応した

工業振興、そして、農業・工業・商業・観光などそれぞれの

分野で連携し、新たな産業発展の仕組みづくりを展開して参

ります。また、次代に引き継ぐ環境・文化の創造、交流の促

進などにより、活力あるまちづくりを推進していきます。

　以上のようなことを柱に、時代に対応する新しい発想と行

動力を大切にし、町民の皆様の幸せのために、未来を拓くま

ちづくりを推進して参ります。

　最後になりますが、本年が町民の皆様にとりまして、すば

らしい年になりますよう心からご祈念申し上げ、新年のご挨

拶といたします。

白鷹町長　佐　藤　誠　七　

年頭のごあいさつ
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丑
うし

年生まれ年男年女さんに
新年にあたり抱負や町のことを伺いました

　家での野菜つくり、漬け物づく
りを専門にしています。家族にも
喜んでもらえるし、その役割を持
っていることがうれしい。数年前
まで、十二支の絵を卵の殻を使っ
て、毎年描いていました。今年は
自分の年ということで牛（丑）を
書いている途中です。若いころは
生活のために行っていた機織りも、
今は趣味として続けています。
　楽しみといえば、いつも近所の
同じくらいの年の人たちと家に寄
って話をすること。近くに仲の良
い友達がいるのは幸せなことです。
　昨年も釜の越桜に多くの人が訪
れました。全国各地の人びとに会
うことができてうれしい。また、
主人が高玉芝居の座長をしていま
したので、若いころから、桜と高

　現在は、以前勤めていた会社か
らの依頼で、品質に関する業務を
ボランティアで行っています。質
を追求するという仕事で、勉強し
なければならないことが多く、苦
労しながらも全国の人たちとの交
流を励みにがんばっています。
　また、12年ほど前に大黒舞の雅
号をいただき、地域のお祭りなど
で披露させていただいています。
昨年は３月に置賜地区や山形市、
上山市から20団体が参加し、大黒
舞の交流会を町内で行うことがで
き、感激しました。
　白鷹町には、深山観音や古典桜
など、質が高く、価値あるものが
多い。旅先案内人では、歴史のこ
となどの研修会などは欠かさず参

　畑仕事を近所の人に教えてもら
いながらやっています。ふれあい
サロンでは、ボランティアとして
参加しているのですが、逆にお年
寄りから力をもらっているような
気分で、一緒に楽しんでいます。
　昨年の心に残ったことといえば、
次男が理容師として独り立ちし、
店を持ったことです。がんばって
ほしいと思います。また、自分自
身としては、昨年４月から12月ま
で健康づくり推進の勉強をしてき
ました。今後は、地域でも健康づ
くりを広めていきたいと思ってい
ます。
　白鷹町は、自然が身近にあるこ
とはもちろんですが、交流が活発
だということは本当に良いことだ

金田さたゑさん

高玉／大正14年生まれ

稲葉 隆さん

広野／昭和12年生まれ
しらたか旅先案内人

福嶋敏子さん

横田尻／昭和24年生まれ
主　婦
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あけましておめでとうございます。
今年は丑年。ということで、丑年に生まれたかたがたにインタビュー
をさせていただきました。新年の抱負や今熱中していること、町への
思いなどを語っていただきました。
皆さんにとってこの一年がすばらしい年となりますように。

2009
 年男年女

Interview
新春特集

白
鷹
町
丑
年
の
主
な
出
来
事
�
広
報
し
ら
た
か
よ
り
�

人生の「質」を大切にしたい。

加しており、多くの人びとに白鷹
の良さを伝えたいですね。すばら
しい町なので、地域に住む人が、
町外から訪れる人びとを温かく迎
えてほしいと思います。たった１
回の出会いでも、小さなことを大
切にしていくことが、印象を良く
してくれるし、町を良くしていく
ことにつながります。これも質を
高めるということですね。
　大きな病気を数年前に患ったこ
ともあり、これまで以上に体に気
を遣って生活したいです。夢とし
ては、すべての都道府県を訪れる
こと。沖縄県だけが、まだ行った
ことがありません。そのためにも
健康を大事にしていきたいと思っ
ています。

人との交流がわたしを支えています。

玉芝居が生活の一部でした。もち
ろん苦労も多かったんですが、見
ず知らずの人たちと交流が持てて、
普通にはできない良い経験ができ
ました。振り返ればすばらしい人
生でした。みんなに感謝です。
　白鷹町には、都会にはない新鮮
さがあり、良い場所ですが、わた
しのようなお年寄りだと寂しい気
持ちもあります。老人クラブなど
が各地でなくなっているので、何
かできるような楽しみがあれば良
いなと思います。
　この冬を過ぎれば、また春が来
ます。抱負という特に大げさなこ
とはないですが、今年も桜を大事
にし、近所の仲間たちと笑って過
ごせるように、元気でいたいです。

公民館活動や交流が地域づくりにつながってます。

と思います。わたしもよさこいソ
ーランや手工芸教室を地域で取り
組んで、同年代や若い人たちとの
交流が生まれ、コミュニケーショ
ンづくりにつながっています。
　もっと住みやすい町になるには、
やはり子どもを産み育てやすい地
域になることが必要です。それが
女性にとっての望みです。医療や
福祉の面で充実したものになって
いくことが、定住につながること
ではないかと思っています。
　昨年夫と一緒に買った自転車で
町内を巡っています。自転車で巡
ると普段は目につかない場所が見
え、何より健康づくりになります。
今年はさくら回廊を回ったりした
いと思います。
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　熱中していることは、子どもが
生まれて以来ずっと子育てです。
昨年は２番目（息子）が入学し、
子どもが２人とも家を離れたこと
が大きな出来事でした。苦労も多
かったのですが、子育てを通し、
学校やほかの親たちとのつながり
ができ、さまざまな経験をさせて
いただき、親が成長させてもらっ
たと思います。
　ようやく地域のことに目を向け
られるようになりました。中山地
区は課題も少なくはないですが、
不満はありません。将来を見通す
ことは大事ですがなかなか難しい。
だから、今の現状を維持し、住ん
でいる自分たちが楽しくできるよ
うに地域活動も取り組んでいきた
いです。
　教育でもスポーツでも文化でも、
なんでも「本物志向」が大切です。
他の真似や偽物では人の心は動か
ない。ソフトボールのプロリーグ
やサンシャイントライアルなど、
白鷹町内では本物を体験すること
のできる環境があり、子どもたち
にとってもありがたいことです。

　一昨年結婚し、昨年２月には長
女・真央が生まれました。この２
年間、自分にとっては環境も変わ
り、精神面での変化も大きかった
と思います。今は子育て奮闘中で
す。今年の目標は、とにかく真央
を健康にすくすく育てたいという
のが一番です。
　山形市出身で、東京都内の山形
プラザで働いていたことがあり、
そのときに物産展で白鷹町の人た
ちと出会い、明るく元気で、団結
力のある様子が印象的でした。そ
して、縁あって町に嫁ぐことにな
りましたが、町内で開催されるイ
ベントなどに参加しても、活気の
良さなどが伝わってきます。まだ
まだ町のことは知らないことがい
っぱいなので、子どもと一緒に町
を歩いてみたいと思います。

　熱中していることは走ること。
というより、生活の一部となって
いるかもしれません。今も雪の中
を仲間と走ってきたところです。
町駅伝の十王チームに所属し、一
昨年は優勝することができ本当に
うれしかったです。最近、十王地
区にはマラソンチームができまし
た。そのチームの一員として、み
んなと共にがんばって、今年は王
座奪還を果たしたいです。
　昨年は８月に蔵王で行われたジ
ュニアクロスカントリーで、女子
チームが３位に入る快挙を成し遂
げました。一緒に練習してきたみ
んななので、とてもうれしく、昨
年最も心に残ったことの一つとな
りました。
　また、東中バレーボール部でコ

　今熱中しているのは、卒業式に
やる「この星に生まれて」という
曲のピアノ演奏です。ピアノは５
歳から習っていて、ほかにスイミ
ングや習字もがんばっています。
　昨年心に残ったのは、５年生み
んなで「田んぼの学校」で田植え
から稲刈りまで体験し、収穫祭で
はもちつきまでできたことです。
なかなか体験できないことなので
勉強になりました。地域の人びと
にも協力してもらってありがたか
ったです。また町芸術祭では、組
体操や合奏・合唱を行ったり、中
学生や高校生の演奏などが聴けて、
感動しました。
　町の好きなところは、近所の人
たちがみんな優しいこと。行事な

竹田敏美さん

中山／昭和36年生まれ
会社員

新宮悦子さん

荒砥乙／昭和48年生まれ
自営業

五十峯大貴さん

十王／昭和60年生まれ
会社員

　賀南都子さん

鮎貝／平成９年生まれ
鮎貝小学校５年生

2009
 年男年女

Interview
新春特集

基本は人。そして本物志向を大事にしたい。

町では、荒砥高等学校の問題にも
積極的に取り組まれていますが、
やはり高校自体の魅力を創出する
など本物志向でがんばってほしい
と思います。
　地域も町も課題は同じですが、
人口流出に歯止めをかけるために
も白鷹町にまず住むことが大事で
す。地域・社会づくりは、人のた
めだし、人がやること。基本は人。
祖父母がいて、父母がいて、子ど
もたちがいる、当たり前の家族の
つながりを大切にすることが、地
域づくりや社会づくりにつながっ
ていくのではないでしょうか。で
すから、将来の夢は、家族が家に
戻り、また次の世代へ引継ぎ、幸
せに暮らすことですね。
　これまでは前しか見ずに、子育
てのためにと「猛牛」のように突
っ走ってきた感じがします。これ
からはこれまでの人生をじっくり
見つめ直し、地域のことにもお手
伝いしながら、ゆっくりと「牛歩
戦術」で生きていきたいと思って
います。

白鷹の明るさが好きです。縁を大切にしていきたい。

　町で安心して暮らすには、小児
科や産婦人科がほしいです。子ど
もができて特に感じるのですが、
身近にお医者さんがあることで、
安心して子育てができるし、仕事
にも行けると思います。また、図
書館などに小さな子どものための
スペースがあればいいかなと感じ
ました。
　子どもが生まれたことで、周り
を見る目が変わりました。親や家
族に対する思いや人とのつながり
をひしひしと感じ、人との縁で生
きていることを深く思います。
　お店（やまり菓子舗）にいらっ
しゃるお客さまや近所の人たちか
らやさしくお話ししていただける
ことが支えになっています。これ
からもよろしくお願いいたします。

たくさんの夢に全力疾走中！

ーチを務めています。チームは置
賜地区では３位の実力があり、い
つも20人の部員たちは練習をがん
ばっています。そんな生徒の姿を
見ると自分も力がわいてきます。
今年も一生懸命指導し、上位大会
を狙いたいですね。
　白鷹町は、自然がいっぱいで癒
される場所が多いです。そのなか
にも、道路に街灯が増えたり、歩
道が整備されたりすれば、より安
全で安心して暮らせる場所になる
かなと思っています。
　今年の夢は、県縦断駅伝で長井
・西置賜チームの区間走者に選ば
れること。そのために力をつけて
がんばりたいです。また、遠い将
来ですが結婚し、町内で暮らして
いきたいとも考えています。

今年は６年生なので、リーダーとしてがんばります。

どを行っている人たちが声をかけ
てくれたり、朝交差点などに立っ
て通学を見守ってくれたりと、本
当にうれしいです。また、環境が
良いので、「このまま」の町が好き
です。自然をずっと残してほしい
です。
　わたしはピアノを弾いたり絵を
描いたりするのが好きなので、完
成する文化交流センターが使えた
らいいなと思います。将来は絵を
描く仕事に就くのが夢です。
　今年は６年生になります。同じ
地区からは１年生が３人入るので、
低学年のみんなを引っ張っていけ
るような６年生になりたいと思い
ます。修学旅行もあるので、それ
もとても楽しみです。

深山焼の俵丑
（深山工房つち団子・金田利之さん作）



●8　　 広報しらたか　2009.1.14　　 広報しらたか　2009.1.14●9

全町光ファイバー通信網の整備について

～仮申込書をもとに、ＮＴＴ東日本へ要望します～

【光ファイバー回線の特徴】
○地デジ並の映像と音楽により、大画面テレビで
　スポーツや映画など大容量配信サービスが存分
　に楽しめる！（例：ＮＨＫのビデオ・オン・デマ
　ンドサービスなど）
○通信速度は最大100Mbps ！
　（ＡＤＳＬの2.5倍、ＩＳＤＮの100倍以上）
○電話は現在の電話番号がそのまま使え、通話料
　は全国一律8.4円／３分と割安！

町
民
生
活
の
向
上
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
情
報
を
高
速

で
大
容
量
、
そ
し
て
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
利

用
し
た
通
信
網
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
関
係
団
体
で
「
白
鷹

町

－

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
実
現
の
会
」
を
設
立
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希

望
す
る
意
思
を
表
す
仮
申
込
書
を
も
と
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

現
状
と
課
題

〜
光
は
地
域
振
興
の
条
件
〜

　

現
在
当
町
に
お
い
て
は
、
企
業

や
一
般
家
庭
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
敷
設
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

周
辺
の
市
町
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
通
信
網
が
整
備
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
町
内
企

業
や
町
民
の
か
た
が
た
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
対
し
個
別
に
要
望
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
未

だ
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
町
内
の
あ
る
企
業
か
ら

町
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

望
む
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
高
速

大
容
量
の
通
信
基
盤
は
、
企
業
進

出
の
重
要
な
条
件
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
持
た
な
い
が
た

め
に
産
業
の
振
興
が
進
ま
な
い
と

い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
行
け
ば
、
情
報
過
疎
化
が
ま

す
ま
す
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

整
備
手
法
と
今
後
の
対
応

〜
負
担
の
少
な
い
整
備
に
向
け
て
〜

　

現
在
公
共
施
設
間
を
結
ん
で
い

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
は
、
そ
れ
以

外
の
用
途
で
は
使
う
こ
と
が
で
き

な
い
規
格
で
す
。
町
内
の
企
業
や

一
般
家
庭
で
利
用
す
る
た
め
に
は
、

新
た
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
町
で

整
備
し
た
場
合
、
相
当
の
経
費
が

か
か
る
と
と
も
に
、
管
理
保
守
の

責
任
と
経
費
は
そ
の
町
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
町
内
に
お
い
て
、
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
情

報
通
信
基
盤
の
施
工
保
守
管
理
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
業
者
が
参
入
し
、
同
じ
よ

う
な
基
盤
を
整
備
し
た
場
合
は
多

額
の
投
資
が
必
要
と
な
り
、
利
用

者
へ
の
負
担
は
増
え
て
く
る
で
し

ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、

固
定
電
話
機
や
そ
の
電
話
番
号
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網

の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
を
主
体
と
し
て
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◇ＡＤＳＬと光ファイバー回線の違い
☆情報の通信容量と伝送速度

ＡＤＳＬ 利用管轄局舎から遠くなればなるほど、
利用者が殺到すればするほど落ちる。

光ファイバー
回線

利用管轄局舎からの距離に左右されず、
利用者が殺到しても安定している。
⇒だから、より鮮明な映像を大画面で
見たり、より滑らかに高速のインター
ネット通信ができるようになります。

 

具
体
的
取
り
組
み

〜
実
現
の
会
・
仮
申
込
書
提
出
〜

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
対
し
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
回
線
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

早
期
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
働

き
か
け
を
す
る
た
め
、
１
月
６
日
、

白
鷹
町
商
工
会
、
白
鷹
町
区
長
会

連
合
会
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白

鷹
支
店
、
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
財
団
と
町
が
一
緒
に
な

っ
て
「
白
鷹
町

－

光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
実
現
の
会
」（
以
下
「
実
現
の

会
」
と
い
う
。）を
設
立
し
ま
し
た
。

実
現
の
会
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
希
望
す
る
意
思
を
表
す
仮
申
込

書
を
集
約
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山

形
支
店
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
、
１
７
０

０
件
の
仮
申
込
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
す
ぐ
に
は
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
受
け
な
い
け
れ
ど
も
、
将
来

状
況
を
見
て
受
け
よ
う
と
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
も
、
ぜ
ひ
仮

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
今
回
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
「
白
鷹
町
フ
レ
ッ
ツ

光
仮
申
込
書
」
を
２
月
23
日（
月
）

ま
で
、
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

どう変わる？どう良くなる？

光ファイバー回線「一問一答」

問：ＡＤＳＬを利用していますが、料金はどのように変わりますか。
答：東京に180分電話した場合の比較（下図参照）でＡＤＳＬと光ファ

　イバー回線では3,139円、光ファイバー回線とＩＳＤＮでは3,927円

　の差が出ます。利用料では光ファイバー回線は一番高くなっていま

　す。しかし、通話料金では光ファイバー回線は定額ですが、その他

　のサービスは通話距離と時間で料金に差が出てきます。工事費や料

　金の詳細などはＮＴＴ東日本への本申し込みの際にご相談ください。

問：フレッツ光ネクストの特徴は何ですか。
答：ＮＴＴ東日本の、Ｂフレッツの次世代の光ファイバー回線サービ

　スです。利用者の特定ができ、本人になりすましてのホームページ

　への書き込みを防いだり、より安全に配慮されたネットバンキング

　の提供が可能となるなど、サイバー犯罪防止への活用が期待できる

　サービスです。本町ではこのサービス提供を要望します。

問：複数電話番号を利用したい場合、どんなサービスがありますか。
答：一般家庭で１つの契約があれば、追加の１電話番号につき月105

　円の料金を支払えば、追加して５電話番号まで利用できます。また、

　事業所や会社では、複数電話番号をまとめて契約できるサービスも

　あり、現在の利用料より安く使用することができます。

問：全国の光ファイバー回線の利用状況はどうなっていますか。
答：総務省が発表した、平成20年９月末時点調査によると、光ファイ

　バー回線契約数1,375万6,489件（契約数の約46％）、ＡＤＳＬ契約数

　1,196万6,838件（契約数の約40％）です。ＮＴＴ東日本では、光フ

　ァイバー回線によるサービスの展開を図るため、ＡＤＳＬ、ＩＳＤ

　Ｎ及び電話で利用している銅線の更新は行っていかない方針のよう

　です。

問：光ファイバー回線サービスは、要望があってから提供開始になる
　のにどれぐらいの期間がかかるでしょうか。
答：ＮＴＴ東日本山形支店にお聞きしたところ、施設整備や準備のた

　め、８カ月から１年かかるとのことです。

問：1,700は世帯数でしょうか、それとも回線数でしょうか。
答：1,700は、光ファイバー回線での契約数です。本申し込みになれ

　ば、今の契約から移行していただくことになります。ＮＴＴ東日本

　では、仮申込書を基に光ファイバー回線での契約数を算出すること

　になります。

10,174.5

利用料

通話料金

通話料
5,040

加入電話基本料
1,680

3,454.5

ＡＤＳＬ
（ﾌﾚｯﾂ･ADSL）

3,927
安い

3,139.5
安い

ひかり電話Ａ利用料
1,575

5,460

光ファイバー回線
（フレッツ光ネクスト）

ＩＳＤＮ
（ﾌﾚｯﾂ･ISDN）

通話料
5,040

加入電話基本料
2,919

利用料ほか
3,003

電話
（加入電話）

通話料
5,040

利用料ほか
1,743

6,783

合計
10,962

7,035

◎東京へ180分通話した場合、電話とインターネットの月料金の比較
単位：円

※注意
 ○（   ）内は、ＮＴＴ東日本のサービス名。
 ○加入電話では、インターネットを使用した場合、通話料が別途発生します。
  またそのほかにインターネット利用料が発生します。

仮申込書提出先・問い合わせ

白鷹町－光ブロードバンド実現の会事務局

　（総務政策課情報企画係内）

　☎85－6121 ／ FAX85－2128
　Ｅメール：hikari@shirataka.net

※取組状況や仮申込書の様式は、実現の会専
　用ホームページ http://hikari.shirataka.net/  
　にも掲載していますので、ご利用ください。

いろんなビデオサービス

を観ることができます。

光だと、電話もおトクに。

たくさん話そう。

住みよい町へ導くひかり

仮申込書
提出期限は

2/23（月）



子育て支援住宅「みらい」

 入居者募集　
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調整池

至荒砥

工業用地

(仮称)
白鷹町文化交流センター

「あゆーむ」
建設中

●きらやか銀行鮎貝支店

都市計画
道路（荒

砥鮎貝線
）

至箕和田

白
鷹
自
動
車
学
校

県
道
黒
鴨
鮎
貝
線

フラワー長井線 
四季の郷駅

ソフト小村

子育て支援住宅「みらい」
至長井市

募集期間

1/15（木）
～2/10（火）

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
住
宅
が
誕
生
し
ま
す

■入居申し込みの流れ

■入居者の資格（次の①～④のすべてに該当するかた）
　①子を持つ夫婦世帯で、お子さんが現在小学校就学前であ
　　ること（１人以上）。
　②公営住宅法で定める基準に準じ、世帯の月額所得の合計
　　が313,000円を超えないこと。
　③自ら居住するために住宅を必要としていること。
　④市町村民税を滞納していないこと。
■期限付入居
　一番下の子どもが小学校を卒業する年の３月31日まで入居
　できます。

■家賃　２ＬＤＫ  75㎡（６戸）

　２子までを扶養するかた  35,000円　　３子以上を扶養するかた  30,000円

　

い
よ
い
よ
白
鷹
町
子
育
て
支
援

住
宅
が
２
月
下
旬
に
完
成
し
ま
す
。

そ
こ
で
４
月
入
居
開
始
に
向
け
、

町
外
か
ら
４
戸
、
町
内
か
ら
２
戸

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
現
在

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い

る
夫
婦
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
外
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご

家
族
あ
る
い
は
親
族
・
知
人
の
か

た
を
ぜ
ひ
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

立面イメージ 室内イメージ

オール電化住宅、床暖房設備も完備
～環境にも、人にも配慮した一戸建て住宅～

■申込・問い合わせ　建設水道課管理係（☎85－6140）

寝室１

寝室２

ＬＤＫ

玄関
浴室

ＷＣ

洗面
脱衣所

物置

ポーチ

サービスヤード

サンデッキ
平面図

【住宅の概要】

○所在地　白鷹町大字鮎貝仮換地25街区

○構　造　木造平屋建

○間取り　２ＬＤＫ（75m2）

○設　備　ＩＨクッキングヒーター・蓄熱式

　　　　　床暖房・食洗器・エコキュート

○駐車場　１戸あたり２台のスペース

①募集期間
　１月15日（木）

　　　～２月10日（火）
　午前９時～午後５時
　（土日祝日を除く）
　源泉徴収票・住民票
　をご準備ください。

②入居申し込み
　期間中に入居申込書

　及び添付書類を建設
　水道課に提出。書類
　の確認を行いますの
　で、直接ご持参くだ
　さい。

③入居者の決定
　申込者多数の場合は、

　抽選により決定（抽
　選日は後日連絡しま
　す。）

④入居の手続き
　決定の日から10日以

　内に、書類の提出及
　び敷金を納入してい
　ただきます。

⑤入居可能日通知
　前記④の手続きが終

　わったら入居可能日
　をお知らせします。

⑥入居開始
　４月１日から

町外のかた４戸

町内のかた２戸

エ
�
コ
�
プ
し
ら
た
か

マ
�
ク
ス
バ
リ
�
東
北
㈱
白
鷹
店

ど
り
い
む
農
園
直
売
所

レ
ジ
袋
を
減
ら
す
た
め
に
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

レ
ジ
袋
の
消
費
削

減
を
目
指
し
、
白
鷹

町
で
は
４
月
１
日
よ

り
３
店
舗
で
レ
ジ
袋

の
無
料
配
布
を
中
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
県
内
で
は
、

東
根
市
が
昨
年
５
月
30
日
に
開
始
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

12
月
ま
で
10
市
８
町
で
無
料
配
布
中
止
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
袋
い
り
ま
せ
ん
」

み
な
さ
ん
の
そ
の
ひ
と
言
が
地
球
を
守
り
ま
す

　

レ
ジ
袋
の
使
用
量
を
い
く
ら
か
で
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ご
み
の
減

量
や
石
油
資
源
の
節
約
に
も
つ
な
が
り

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
で
き
ま
す
。

買
い
物
に
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、
簡
易
包
装

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
も
ら
っ
て
い

る
レ
ジ
袋
。
日
本
で
は
、
年
間
３

０
５
億
枚
（
一
人
一
日
１
枚
）
も

の
レ
ジ
袋
が
使
わ
れ
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
１
秒
あ
た
り
９

６
７
枚
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
つ
く
る

に
も
、
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
に

も
、
大
量
の
原
油
や
費
用
が
か
け

ら
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
も
排

出
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
を
使

っ
た
ポ
イ
捨
て
も
多
く
、
道
路
わ

き
や
川
の
景
観
を
害
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ご
み
減
量
策
の
一

環
と
し
て
、
レ
ジ
袋
を
薄
く
し
て

少
し
で
も
廃
棄
さ
れ
る
量
を
少
な

く
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
な
ど
も
同
様

で
す
。
ご
み
は
減
ら
せ
る
と
こ
ろ

か
ら
減
ら
し
て
い
か
な
い
と
、
近

い
将
来
ご
み
の
最
終
処
分
場
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
み
が
処
理

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
日
本
の
ご
み
処
理
能
力
に

も
限
界
が
あ
る
の
で
す
。

�
事
業
所
�
町
民
会
議
�

町
�
協
定
書
�
締
結

　

12
月
11
日
、「
レ
ジ
袋
削
減
並
び

に
簡
易
包
装
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
に
関
す
る
協
定
締
結
式
」
が

中
央
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
協
定
は
、
今
年
４
月
か
ら
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
を
開
始
す

る
事
業
者
（
エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た

か
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式

会
社
白
鷹
店
、
ど
り
い
む
農
園
直

売
所
）
と
、

白
鷹
町
レ
ジ

袋
等
削
減
推

進
町
民
会
議

（
※
）、及
び

白
鷹
町
の
三

者
で
締
結
し

ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
事
業
者
、
町
民
、
町

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
あ

い
、
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
レ

ジ
袋
の
削
減
と
簡
易
包
装
の
推
進

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
た
び
参
加
の
３

事
業
所
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
取
り

組
み
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
所
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
町
民
税
務
課
く

ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

実施店舗

事業者の声

　農家そのものが環境問題に

直面しています。お客さまに

もぜひ環境問題に取り組んで

いただきたいとの願いもあり、

レジ袋の無料配布中止に真っ

先に賛同しました。観光客も

多いので、無料配布をやめる

にあたり課題もありますが、少しでも環境にや

さしい取り組みができればと思っています。

　　　　（どりいむ農園社長　田中良平さん）

一
人
�
�
�
1
日
�
枚

�
�
�
�
�
�
�
�

身
近
�
�
�
�
�
�

�
�
減
量

※白鷹町レジ袋等削減推進町民会議（小口祐一代表）：町区長会、町婦人会、

町交通安全母の会、こぶし会赤十字奉仕団、町健康づくり推進員連絡協議会、

ＪＡ山形おきたま女性部白鷹支部の６団体で構成されています。

未来の地
マイホーム

球を守るために。
今、みんなでできることから始めよう。

町
内
�
店
舗
�

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中
止
し
ま
す
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白鷹町第５次高齢者保健福祉計画及び第４期介護保険事業計画

の策定について（中間報告）－パブリックコメント対象－

基 本 理 念

高齢化時代における　白鷹町セーフティネットの創造
－自立と協働－安心と活力あふれる・白鷹　　

白鷹町の現状と課題

　ライフスタイルの変化など　
　による生活習慣病の増加

　高齢期の運動機能低下

　・医療費の増加
　・要介護高齢者の増加
　・介護費用の増加

　高齢者単身世帯、高齢者夫　
　婦世帯の増加

　少子・高齢化や就労形態の　
　変化などによる家庭力・地　
　域力の低下

　・住み慣れた地域で安心安　
　　全に「尊厳」ある暮らし　
　　を続けることが困難

課
題
を
解
決
す
る
に
は
（
基
本
方
針
）

健康寿命の延伸
高齢になっても健康で、自立して暮らすこと
（健康寿命の延伸）はだれもが望むことです。
個人の取り組みや意識を基本としながら、ラ
イフステージに合わせた健康づくりや介護予
防の取り組みを支援し、こころも身体も健康
な長寿社会を目指します。

自立した高齢期の確立
独り暮らしのお年寄りや、お年寄りのみ世帯
などが増えています。また、認知症状高齢者
も増加する傾向にあります。生活に不安を抱
える本人や家族を支え、安心して自立生活を
続けることができる環境づくりが必要です。

地域コミュニティの強化
高齢化率が30％を超える超高齢社会において、
「安心と活力あふれる・白鷹」は公的サービ
スだけでは実現できません。身近な生活課題
を解決するセーフティネットづくりに地域全
体で取り組むことが必要です。

　このイメージのもととなる白鷹町第５次高齢者保健福祉計画及び第４期介護保険事業計画（計画素
案）は、町のホームページ、健康福祉センター、中央公民館及び各地区公民館でご覧いただけます。
また、この計画に対して、町民の皆さまからご意見をいただくパブリックコメントを行いますので、
ご意見をお寄せください。ご意見の提出は１月30日（金）を締め切りとさせていただきます。
■問い合わせ　健康福祉課（☎86－0111）

ＰパブリックＣコメント

計画の具体的な取組みの方向のイメージをお示しします

ご意見をお寄せください

　「白鷹町第５次高齢者保健福祉計画及び第４期介護保険事業計画」の基本方針と、その具体的な取り組み
の方向について、現段階でのイメージをお示しします。少子高齢化の進行や介護の問題を地域全体の問題と
してとらえ、安心して暮らせる活力あふれる「白鷹町セーフティネット」創造のための施策を進めていきま
す。これらの中身について今後、「明るい健康都市づくり推進会議」などで審議いただきながら、本計画を平
成20年度中に策定します。

健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
支
援

尊
厳
を
支
え
る

ケ
ア
の
確
立

誇
り
高
く

あ
た
た
か
い

地
域
づ
く
り

　健康づくり・介護予防支援
１－１　健康づくり・健康管理の充実
（１）生活習慣病の早期発見・治療を進めます。
（２）「食べて運動　みんな元気」活動を推進します。

１－２　包括的支援の展開
（１）地域包括支援センターの機能を強化します。
（２）介護予防・サービス調整機能を強化します。
（３）総合相談支援（ワンストップサービス）体制を強化します。

　尊厳を支えるケアの確立
２－１ 地域支援事業の総合的推進
（１）特定高齢者を対象にした介護予防事業を充実させます。
（２）一般高齢者を対象にした介護予防事業を充実させます。

２－２　予防・介護サービス体制の充実
（１）居宅サービスを推進します。
（２）施設サービスを充実させます。

２－３　高齢者虐待の防止
（１）虐待防止に取り組みます。
（２）養護者支援に取り組みます。
（３）権利擁護に取り組みます。

　誇り高くあたたかい地域づくり
３－１　「顔」の見える安心の地域づくりの支援
（１）認知症高齢者支援を推進します。
（２）地域での高齢者見守り体制を整備します。

３－２　社会参加の推進
（１）生きがい活動を支援します。
（２）世代間交流を支援します。

３－３　生活環境の整備　

（１）家庭内での安心・安全の確保に取り組みます。
（２）地域での防災対策に支援します。
（３）冬期間の生活環境の整備に取り組みます。

そのために取り組むこと（施策の展開）
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最
上
川
�
観
光
�
語
�

－

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
交
流
大
使
と
の
懇
談
会
よ
り

－

　

11
月
29
日
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
交

流
大
使
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ
、

大
使
６
名
と
町
、
議
会
、
商
工
会
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
、
観
光
協
会
、

Ｊ
Ａ
の
各
代
表
者
出
席
の
も
と
、

最
上
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
最
上
川
の
文
化
的
景

観
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
白

鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進

協
議
会
の
取
り
組
み
を
報
告
し
懇

談
し
ま
し
た
。
ご
意
見
や
ご
提
言

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

   

異
な
る
視
点
か
ら
見
た

   

最
上
川
の
活
用
策
に
つ
い
て

▼
最
上
川
に
ま
つ
わ
る
素
材
が
数

多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

た
だ
、
現
状
の
ま
ま
観
て
も
ら
う

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
完
成
で
満

足
の
い
く
商
品
に
は
な
ら
な
い
と

思
う
。

▼
春
や
夏
は
桜
・
紅
花
と
い
っ
た

華
や
か
な
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
、

秋
は
非
常
に
寂
し
い
感
じ
が
す
る
。

最
上
川
沿
い
に
も
み
じ
並
木
を
つ

く
る
な
ど
秋
の
見
所
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
。

▼
最
上
川
を
軸
と
す
る
な
ら
ば
、

は
っ
き
り
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が

必
要
。
県
と
連
携
し
て
し
っ
か
り

わ
か
り
や
す
い
柱
を
つ
く
り
、
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

▼
世
界
遺
産
を
目
指
す
に
は
、
地

元
の
住
民
と
と
も
に
地
域
か
ら
の

盛
り
上
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
。

▼
最
上
川
は
地
域
の
文
化
で
あ
り

財
産
で
あ
る
。
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
地
域
の
こ
と
を
知
る
学
習
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
最
上
川
を
見
て
回
っ
た
が
、
き

れ
い
な
川
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

川
は
下
流
で
ど
ん
な
に
気
を
つ
け

て
も
、
上
流
で
し
っ
か
り
と
し
た

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
い
と

き
れ
い
な
川
に
は
な
ら
な
い
。
川

づ
く
り
・
水
づ
く
り
の
勉
強
会
か

ら
始
め
る
べ
き
。

▼
最
上
川
は
羽
越
水
害
や
上
郷
ダ

ム
建
設
反
対
運
動
や
、
町
を
東
西

に
分
断
す
る
川
な
ど
悪
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
川
で
あ
る
。

▼
最
上
川
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の

素
材
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
観
光
に

結
び
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
ま
た
、
こ
の
文
化
的
な

素
材
の
ほ
か
に
、
紅
葉
や
鉱
泉
な

ど
の
自
然
を
結
び
つ
け
魅
力
を
高

め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
は
状
態
や
伝

説
が
漠
然
と
し
て
、
魅
力
あ
る
素

材
と
し
て
疑
問
が
あ
る
。
磨
き
上

げ
て
光
る
素
材
に
し
て
い
く
。

▼
最
上
川
の
何
を
売
っ
て
い
く
の

か
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
で
な
い
。
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
大
江
町

の
日
本
一
公
園
は
見
事
だ
。

▼
３
町
連
携
を
行
っ
て
い
る
が
、

幻
の
左
荒
線
企
画
と
し
て
荒
砥
鉄

橋
と
左
沢
線
鉄
橋
を
つ
な
げ
ら
れ

る
も
の
と
な
れ
ば
面
白
い
。

▼
舟
道
と
い
う
素
材
は
渇
水
期
で

見
え
る
と
き
は
良
い
が
、
一
年
の

大
半
は
見
え
な
い
た
め
、
観
光
素

材
に
な
り
得
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

   
町
内
観
光
に
つ
い
て

▼
パ
レ
ス
松
風
の
環
境
は
緑
に
囲

ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て

ほ
し
い
。

▼
白
鷹
町
の
知
名
度
は
非
常
に
低

い
。
山
形
県
自
体
低
い
が
、
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
高
め
て
い
く

の
か
。
田
植
え
踊
り
な
ど
の
伝
統

芸
能
を
通
し
て
情
報
発
信
を
し
て

い
く
方
法
も
有
効
で
あ
る
。

▼
接
客
は
一
度
だ
け
の
接
点
で
も

大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
「
お
も
て
な
し
の

心
」
を
持
っ
て
も
て
な
す
こ
と
で
、

本
当
に
よ
い
町
に
な
る
と
思
う
。

そ
れ
が
次
に
ま
た
行
っ
て
み
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が
る
。

▼
情
報
発
信
の
広
報
は
、
町
内
へ

の
発
信
を
し
っ
か
り
丁
寧
に
し
て

い
く
こ
と
。
町
外
へ
の
発
信
は
少

し
変
わ
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

い
か
な
い
と
発
信
し
て
も
情
報
が

生
き
残
れ
な
い
。

▼
お
土
産
品
の
開
発
を
し
て
い
く
。

ど
ん
な
商
品
が
売
れ
る
の
か
調
査

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

▼
新
し
い
ツ
ア
ー
の
提
案
と
し
て
、

町
内
の
お
祭
り
を
た
だ
見
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、
お
祭
り
の
段
取
り

か
ら
本
番
ま
で
参
加
で
き
る
ツ
ア

ー
が
面
白
い
と
思
う
。
普
段
は
見

ら
れ
な
い
裏
の
祭
り
を
ツ
ア
ー
に

し
て
は
ど
う
か
。

▼
新
潟
の
あ
る
市
で
は
応
援
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
が
あ
る
。
そ
の
名
刺

の
裏
に
あ
る
商
店
に
入
る
と
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
る
。

▼
産
直
で
は
、
ど
れ
が
お
い
し
い

の
か
、
何
が
違
う
の
か
、
説
明
が

あ
れ
ば
購
買
意
欲
も
高
ま
る
の
で

は
な
い
か
。

▼
白
鷹
に
来
る
と
い
つ
も
思
う
の

が
、
町
内
至
る
と
こ
ろ
に
柿
が
実

を
つ
け
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。

春
の
さ
く
ら
回
廊
に
対
し
て
、
秋

は
柿
回
廊
も
面
白
い
と
思
う
。

▼
こ
れ
か
ら
は
若
者
を
呼
び
込
む

仕
掛
け
を
し
て
い
く
べ
き
。
首
都

圏
白
鷹
会
の
若
者
会
を
結
成
し
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
白
鷹
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
た
り
、
白
鷹
在
住
の
若
者
と
の

交
流
を
行
う
な
ど
、
若
い
感
性
を

取
り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は

じ
め
て
は
ど
う
か
。

▼
ヤ
ナ
公
園
は
ま
だ
ま
だ
手
を
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば

舟
く
だ
り
が
で
き
る
な
ど
、
誘
客

力
の
あ
る
施
設
に
で
き
る
は
ず
。

○
ふ
る
さ
と
交
流
大
使
出
席
者

　

加
藤
栄
助
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

庄
子
忠
宏
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

　

小
口
英
吉
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

布
川
文
雄
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

青
木
邦
明
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

伊
藤
淳
子
さ
ん
（
東
京
都
）

（単位：百万円）

借　　方（資金の使途） 貸　　方（資金の源泉）

［資産の部］ ［負債の部］
　将来に引き継がれる町民の財産 　将来の町民の負担分
１．有形固定資産 １．固定負債

・農林水産業費 1,690 ・地方債 7,998

・土木費 6,501 ・債務負担行為 0

・教育費 9,790 ・退職給与引当金 1,435

他 3,467 ・その他 0

固定負債合計 9,433

有形固定資産合計 21,448

　　(うち土地 5,628 ) ２．流動負債

・翌年度償還予定額 1,426

２．投資等 ・翌年度繰上充用金 0

・投資及び出資金 2,305

・貸付金 182 流動負債合計 1,426

・基金 615

・退職手当組合積立金 182 負 債 合 計 10,860

投資等合計 3,284

［正味資産の部］
　これまでの世代の負担分

３．流動資産 １．国庫支出金 2,641

・現金・預金 713 ２．都道府県支出金 2,182

・未収金 83 ３．一般財源等 9,846

流動資産合計 796 正 味 資 産 合 計 14,669

資 産 合 計 25,528 負債・正味資産合計 25,528

農道、道路、橋、公園、
学校、公民館などの行
政財産の資産評価額を
目的別に示しています。

白鷹町アルカディア財
団、西置賜ふるさと森
林組合などの団体に対
する出資金などを示し
ています。

ふるさと融資、高齢者
住宅整備資金などの貸
付金を示しています。

公共施設整備基金、ス
ポーツ振興基金、土
地開発基金、生涯学習
推進基金などの用途が
特定化されている基金
（特定目的基金）を示
しています。

退職手当組合が保有す
る資産の白鷹町分相当
額を示しています。

財政調整基金、減債基
金、歳計現金を示して
います。

町税、貸付金などの未
収金を示しています。

町債の平成19年度末残
高のうち平成20年度に
償還が予定されている
町債元金額を「流動負
債」の「翌年度償還予定
額」に計上し、それ以
外の町債元金額を「固
定負債」に計上してい
ます。

年度末に在職する普通
会計職員全員が自己都
合により退職したと仮
定した場合に必要とな
る退職手当額を示して
います。

バランスシート（平成19年度末版）〈要約版〉

詳しい分析資料をご覧になりたいかたは、総務政策課財政係（☎85－6123）まで
町のホームページでも公開しています。

※表示単位未満を四
捨五入しているため、
各計数の積み上げと
合計が一致しない場
合があります。

財
務
分
析
�
項
目
�
�
�
�

①
②
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負
担
比
率

�

社
会
資
本
整
備
�
結
果
�
示
�
有
形
固

定
資
産
�
�
�
�
�
�
�
�
�
世
代
�
�

�
�
�
�
�
負
担
�
�
分
�
割
合
�
�
�

�
�
将
来
�
世
代
�
負
担
�
�
割
合
�
�
�

�
�
�
�
将
来
負
担
�
考
�
�
�
�
�
方

�
大
�
�
�
�
�
望
�
�
�
�
�
�
世
代

間
�
負
担
公
平
�
�
�
�
�
�
�
見
�
�
�

�
�
数
値
�
低
�
�
�
�
�
�
問
題
�
�
�

③
正
味
資
産
比
率

�

企
業
会
計
�
�
�
自
己
資
本
比
率
�
�

�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
財
政
状
態
�
健

全
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
正
味
資
産
�
�
�
�
�
�

�
世
代
�
社
会
資
本
形
成
�
負
担
額
�
�

�
�
�
�
�
比
率
�
高
�
�
�
�
�
�
�

�
投
資
余
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

④
有
形
固
定
資
産
更
新
資
金
手
当
率

�

維
持
�
修
繕
�
更
新
時
�
必
要
�
手
持

�
資
金
�
�
�
�
�
�
保
有
�
�
�
�
�

�
表
�
�
�
�

⑤
町
債
返
済
可
能
年
数

�

毎
年
�
収
入
�
�
�
�
町
債
�
返
済
�

充
�
�
�
�
�
�
�
�
金
額
�
�
�
�
�

�
�
�
返
済
�
�
�
仮
定
�
�
場
合
�
返

済
所
要
年
数
�
�
年
数
�
少
�
�
�
�
財

政
状
況
�
健
全
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⑥
地
方
債
依
存
度

�

資
産
�
形
成
�
�
�
�
�
�
町
債
�
費

�
�
�
�
�
表
�
指
標
�
�
資
産
�
対
�

�
�
程
度
町
債
残
高
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

◆
④
、
⑤
は
決
算
に
対
す
る
一
般
財
源
の

額
や
減
価
償
却
の
累
計
額
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
以
外
の
デ
ー
タ
も
必
要
な
た
め
、

他
市
町
分
は
算
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

バランスシートを
町民一人あたりに換算すると…

資産の額

156万3,000円
（158万5,000円）

負債の額

66万5,000円
（72万4,000円）

正味資産の額

89万8,000円
（86万1,000円）

（　）内は昨年度の額です。

バランスシートを使った主な財務分析（※は過疎団体）

財務分析の項目
平成 19 年度他町との比較

白鷹町※ 県内Ａ町
※ 県内Ｂ町 県内Ｃ市

① 現世代負担比率（%） 68.4 54.8 74.1 49.1
② 将来世代負担比率（%） 50.6 56.2 47.1 58.2
③ 正味資産比率（%） 57.5 49.4 61.1 45.8
④ 有形固定資産更新資金手当率（%） 5.5 - - -
⑤ 町債返済可能年数（年） 4.07 - - -
⑥ 地方債依存度（%） 36.9 39.9 32.6 45.5

（平成20年3月31日現在）

　バランスシートは、家庭を例に考えると、毎月の収支ではわからない住宅ローン
の残額（負債）や家、車、預貯金など（資産）の状況を示すものです。町のバラン
スシートは、左側（借方）に将来に引き継がれる町民の財産（道路、公園、学校な
ど）、右側（貸方）にその財産を取得するために費やしたお金を、将来の町民の負担
（負債）と、これまでの世代が負担した分（正味資産）に分けて示しており、「資産
＝負債＋正味資産」という形で、バランスの取れた表になっています。

白鷹町の
バランス
シート
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紙
芝
居「
と
お
ち
ゃ
ん
と
ベ
ゴ
」

が
置
賜
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で
特

選
表
彰

　

梅
津
美
智
代
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

制
作
の
紙
芝
居
「
と
お
ち
ゃ
ん
と

ベ
ゴ
」
が
、
今
年
度
の
置
賜
地
区

自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
な
作
品
と
認
め
ら
れ
、
学
校

教
育
部
門
で
特
選
表
彰
を
受
け
、

山
形
県
中
央
審
査
会
に
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

梅
津
さ
ん
の
言
葉
よ
り
。「
小
さ

い
こ
ろ
は
、
自
分
の
現
状
や
環
境

に
満
足
で
き
ず
、
友
達
の
お
父
さ

ん
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
り
、
ど

う
し
て
家
は
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
と

思
う
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

で
も
、
日
常
生
活
や
お
父
さ
ん
と

の
交
流
を
通
し
て
、
や
っ
ぱ
り
自

分
の
家
や
両
親
が
一
番
だ
と
思
う

日
が
来
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち

に
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

自
分
の
子
ど
も
の
こ
ろ
や
、
今
は

亡
き
お
父
さ
ん
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
紙
芝
居
を
制
作
し
ま
し
た
。」 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
長
井
線
�
�
�
�
列
車
�

　

12
月
19
日
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

の
サ
ン
タ
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し

た
。
荒
砥
駅
で
は
、
町
内
の
保
育

園
児
た
ち
が
「
サ
ン
タ
さ
ー
ん
」

と
呼
ぶ
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
。「
あ
わ
て

ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
を

歌
い
歓
迎
し
ま
し
た
。
そ
の
お
返

し
に
と
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
す
て
き

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
記
念
写
真

の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

サ
ン
タ
列
車
の
中
で
は
、
サ
ン
タ

さ
ん
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
長
井

駅
ま
で
夢
の
よ
う
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

荒
砥
駅
の
周
り
に
は
、
東
中
、

荒
砥
高
校
、
八
幡
女
性
部
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
た

く
さ
ん
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
、

あ
た
た
か
い
冬
の
ひ
と
と
き
を
演

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

駅
資
料
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
準
備
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
は
、
紅
花
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
を
何
本
も
合
わ
せ
て
手
づ
く
り

し
た
も
の
で
、
駅
を
利
用
す
る
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
株
式
会
社
山
形

鉄
道
が
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

た
い
と
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
歴
史
を
後
世
に

「
浅
立
の
足
跡
（
戦
後
編
）」

発
刊

　

こ
の
冊
子
は
、
激
動
の
時
代
の

区
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
後
世
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

高
橋
敏
郎
さ
ん
、
村
上
辰
雄
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
多
く
の
記
録
、

記
憶
、
提
供
さ
れ
た
資
料
な
ど
を

も
と
に
ま
と
め
、
発
刊
し
た
も
の

で
す
。

　

戦
後
60
余
年
の
地
域
の
歴
史
を

そ
の
時
々
の
世
相
、
暮
ら
し
、
浅

立
の
産
業
や
事
業
の
背
景
な
ど
を

詳
し
く
書
き
記
し
、
年
表
や
写
真

な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
や
町
内
小
中
学
校

・
高
校
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
、
浅
立

各
戸
の
希
望
者
に
頒
布
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
残
部
が
あ
る
た
め
、
一

部
１
５
０
０
円
で
頒
布
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

村
上
辰
雄
（
☎

85

－

２
７
８
１
）

白
鷹
町
交
通
安
全
母
の
会
に

長
井
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状

　

白
鷹
町
交
通
安
全
母
の
会
（
鈴

木
弘
子
会
長
）
は
、
高
齢
者
世
帯

訪
問
活
動
や
交
通
安
全
・
防
犯
指

導
な
ど
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
日
ご
ろ
取
り
組
み
、
警
察

署
の
運
営
へ
の
協
力
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
個
人
で
は
、
梅
津
栄
治
さ

ん
（
荒
砥
甲
）、鈴
木
芳
昭
さ
ん

（
畔
藤
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
42
回
白
鷹
町
剣
道
大
会

11
／
16
・
東
中
学
校
体
育
館

◆
団
体
の
部

●
小
学
男
子

１
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

２
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少

３
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ｂ

●
小
学
女
子

１
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ｂ

２
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

３
位　

愛
真
会
荒
砥
剣
道
ス
ポ
少

●
中
学
男
子

１
位　

白
鷹
東
中
Ｂ

２
位　

白
鷹
西
中
Ｂ

３
位　

白
鷹
西
中
Ａ

　
　
　

白
鷹
東
中
Ａ

●
中
学
女
子

１
位　

白
鷹
東
中
Ａ

２
位　

白
鷹
西
中
Ａ

３
位　

白
鷹
東
中
Ｂ

　
　
　

白
鷹
西
中
Ｃ

◆
個
人
戦

●
小
学
男
子
３
年
以
下
の
部

１
位　

板
垣　

翔
斐
（
若
鷹
）

２
位　

山
本　
　

築
（
愛
真
会
）

３
位　

大
沼　

泰
生
（
愛
真
会
）

●
小
学
男
子
４
・
５
年
の
部

１
位　

土
屋　

建
二
（
若
鷹
）

２
位　

梅
村　
　

翔
（
愛
真
会
）

３
位　

大
滝　

和
季
（
愛
真
会
）

　
　
　

今　
　

俊
也
（
若
鷹
）

●
小
学
男
子
６
年
の
部

１
位　

長
谷
部
祥
太
（
若
鷹
）

２
位　

相
馬　

孝
紀
（
若
鷹
）

３
位　

小
口　

健
一
（
若
鷹
）

●
小
学
女
子
３
年
以
下
の
部

１
位　

相
馬
さ
お
り
（
若
鷹
）

２
位　

副
田　

未
来
（
愛
真
会
）

●
小
学
女
子
４
年
の
部

１
位　

新
宮　

菜
月
（
愛
真
会
）

２
位　

五
十
嵐
千
華
（
若
鷹
）

３
位　

鈴
木　

仁
美
（
若
鷹
）

●
小
学
女
子
５
・
６
年
の
部

１
位　

渡
部　

千
尋
（
若
鷹
）

２
位　

金
田
日
菜
子
（
若
鷹
）

３
位　

渡
部
真
理
子
（
若
鷹
）

●
中
学
男
子
１
年
の
部

１
位　

板
垣　

稜
也
（
西
中
）

２
位　

大
木　
　

透
（
東
中
）

３
位　

金
田　

耕
哉
（
西
中
）

　
　
　

丸
川
賢
太
郎
（
西
中
）

●
中
学
男
子
２
年
の
部

１
位　

新
野　

大
貴
（
東
中
）

２
位　

新
野　

良
彦
（
東
中
）

３
位　

板
垣　

和
貴
（
西
中
）

　
　
　

八
木　

大
地
（
東
中
）

●
中
学
男
子
３
年
の
部

１
位　

岩
澤　

惇
平
（
西
中
）

２
位　

渡
部
昌
太
郎
（
西
中
）

３
位　

新
宮　

大
史
（
東
中
）

　
　
　

衣
袋　

翔
也
（
東
中
）

●
中
学
女
子
１
年
の
部

１
位　

赤
間　

千
春
（
西
中
）

２
位　

新
野　

愛
美
（
東
中
）

３
位　

松
木　

雅
子
（
東
中
）

●
中
学
女
子
２
年
の
部

１
位　

相
馬　

祥
子
（
西
中
）

２
位　

五
十
公
野
愛
香
（
東
中
）

３
位　

梅
津　

智
華
（
東
中
）

　
　
　

高
橋　

彩
香
（
西
中
）

●
中
学
女
子
３
年
の
部

１
位　

神
居　

幸
恵
（
西
中
）

２
位　

長
澤　

史
恵
（
東
中
）

３
位　

五
十
嵐
安
世
（
西
中
）

●
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

竹
田　

勝
成

　
　
　

（
中
山
・
日
本
体
育
大
）

２
位　

奥
山　
　

久
（
下
山
）

３
位　

海
老
名
拓
馬

　
　
　

（
滝
野
・
米
沢
中
央
高
）

　
　
　

伊
藤　

綾
祐

　
　
　

（
鮎
貝
・
米
沢
中
央
高
）

●
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

片
山
明
日
香
（
西
高
玉
）

２
位　

渋
谷　

瑞
貴

　
　
　

（
荒
砥
・
米
沢
中
央
高
）

３
位　

佐
藤　

美
咲

　
　
　

（
西
高
玉
・
荒
砥
高
）

　
　
　

佐
藤
亜
矢
子
（
西
高
玉
）

町無形文化財「高玉芝居」を公演します

●いつ　２月11日（水）午後１時30分～
　　　　（受付午後１時開始）
●どこで　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）
●演目「江戸の夜話」
●定員　280人
●入場前売券　500円（中学生以下は無料）
●当日券　700円
＊前売券に残席がある場合のみ販売します。
＊当日券をお求めのかたは、多少お待ちいただきます。
●入場前売券販売　中央公民館、各地区公民館
●主催　白鷹町教育委員会、蚕桑地区公民館
●その他
①高玉芝居にまつわる資料の展示
②売店コーナー（地元農産物を利用した加工品の販売）

問い合わせ
蚕桑地区公民館
☎85－2153

　町指定無形文化財の高玉芝居は、遠く江戸の時

代から多くの人びとに愛され、人びとに涙と感動

を与え続けてきました。地元の農民たちにより、

祭礼などで演じられてきたこの芝居は、屋代郷亀

岡から語り継がれており、「浄
じょう

瑠
る り

璃」による「歌
か

舞
ぶ

伎
き

」から、時代の変遷とともに「浪曲」を取り入

れた「浪曲連鎖劇」として今に受け継がれていま

す。全国の多くの地芝居の継承が途絶えていくな

か、創始者たちの息づかいが連綿として伝承され、

多くの人びとに愛好されています。

　次の世代を担う後継者の育成も課題となってい

ますが、昨年は小学生２人が初舞台を踏み、明る

い兆しも見えています。

　人びとに感動を与え

続けている高玉芝居を

伝承・継承していくた

め「高玉芝居定期公演」

を行います。皆さんぜ

ひご覧ください。
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎平成21年新春「健康増進計画」について
　年の始めにあらためて国・県・町の健康増進計画を見てみましょう！
　～白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」、健康日本21 、　　
　　やまがた夢未来健康づくりプラン～
　白鷹町の重要な健康課題である「循環器病」について、健康日本21で
は、目標を「生活習慣の改善、循環器病の早期発見」とし、循環器病の
減少の推計値を示しています。
　循環器病はわが国の主要な死亡原因の一つであるとともに、後遺症の
ために生活の質の低下を招く大きな原因となっています。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

脳
卒
中
は
、
寝
た
き
り
状
態
な
ど
の
要
介
護
に

な
る
主
な
原
因
で
、
後
遺
症
の
重
さ
で
は
第
１
位
、

医
療
費
は
第
３
位
で
す
が
、
第
２
位
の
高
血
圧
治

療
を
含
め
る
と
が
ん
治
療
費
を
大
き
く
上
回
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
健
康
な
暮
ら
し
の

た
め
に
は
脳
卒
中
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
改
善
と
早
期
発
見
を

今
後
と
も
推
進
し
ま
す
。
年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
平
成
20
年
か
ら
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
定
健

診
は
メ
タ
ボ
健
診
と
い
わ
れ
、
高
血
圧
、
高
脂
血
、

高
血
糖
な
ど
の
動
脈
硬
化
促
進
因
子
の
早
期
発
見

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
健
診
後
の
特
定
保
健
指
導

に
は
、
生
活
習
慣
改
善
の
情
報
が
満
載
で
す
。

脳卒中～脳血管疾患を予防しましょう！
ポイントは栄養・休養・運動です。

　脳卒中予防10カ条

　１．手始めに高血圧から治しましょう
　２．糖尿病　放っておいたら悔い残る
　３．不整脈　見つかり次第すぐ受診
　４．予防にはタバコを止める強い意志を持とう
　５．アルコール　控えめは薬、過ぎれば毒
　６．高すぎるコレステロールは見逃すな
　７．お食事の塩分・脂肪控えめに
　８．体力に合った運動を続けよう
　９．万病の引き金になる太りすぎ
　10．脳卒中　起きたらすぐに病院へ

健康のひろば 目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

�
健
康
日
本
21
よ
り
�

○
生
活
習
慣
の
改
善
、早
期
発
見
の
た
め
に

　

�
食
塩
摂
取
量
�
減
少

�

�
�
�
�
�
摂
取
量
�
増
加

�

�
成
人
肥
満
者
�
減
少

�

�
運
動
習
慣
者
�
増
加

�

�
高
血
圧
�
改
善

�

�
�
�
�
対
策
�
充
実

�

�
高
脂
血
症
�
減
少

�

�
糖
尿
病
有
病
者
�
減
少

�

�
飲
酒
対
策
�
充
実

�

�
健
康
診
断
�
受
�
�
人
�
増
加

�

�
生
活
習
慣
�
改
善
�
�
�
�
�

循
環
器
病
�
減
少

中間評価

目標達成！

生活習慣の改善などによる循環器病の減少の動向
～人口動態統計より・３年平均～
脳血管疾患死亡率（人口 10万対）
平成 12 ～ 14 年 平成 14 ～ 16 年 平成 16 ～ 18 年

国 １０４．５ １０２．７ １０２．７
山　形　県 １５８．２ １５４．８ １５１．３
白　鷹　町 ３２０．２ ２８３．８ ２６５．５

○死因別死亡率（人口 10 万対）は年齢構成を修正せず、死亡率＝人口× 10 万÷１年間の
　死亡数で算出した数値です。人口や年齢構成を修正していない数値なので、人口の少な
　い町では変動が大きいため、３カ年平均で比較してみました。
○白鷹町は国、県に比べると高齢化率が高いこともあって、脳血管疾患疾患死亡率は２倍
　近い数値になっていますが、「健康日本 21 の目標：循環器病の減少」は達成されました。

毎日のこまめな自分観察が

とても大事だよ。

熊　でた！

４歳男「あのよ　熊でたな」
保育士「エーッ」
４歳男「１つは捕ったんだげんど、
　　　１つはきょうりょくの森さ

　　　（教育の森）行ったな」

あゆかい保育園 給　食

保育士「今日のお米、新しい米よ」
子「しゅうまい」
子「げんまい」
子「ししまい」
子「わかった　新米！」

　

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
６

人
形
劇�
地�

獄�
�

八�

�

�

�景
亡

�
�
�
�
�者
戯

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
神
�
巻
�
�

　

人
形
劇
な
ら
で
は
の
「
モ
ノ
」

を
生
か
し
、
巧
み
に
扱
う
演
者
た

ち
の
豊
か
な
表
現
と
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
和
楽
器
の
に
ぎ
や
か
な
生

演
奏
で
お
送
り
す
る
元
気
の
出
る

お
芝
居
で
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

２
月
11
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
〜
昼
12
時

　
　
　
　

（
午
前
10
時
開
場
）

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
出
演　

人
形
劇
団
む
す
び
座

●
定
員　

３
５
０
人

●
前
売
券

　

大
人　

１
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

７
０
０
円

●
前
売
券
取
り
扱
い　

白
鷹
町
教

育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
、
各
地

区
公
民
館
、

●
主
催　

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員

会
・
白
鷹
町
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

お　

は　

な　

し

�

夏
休
�
�
祖
父
�
家
�
一
人
�

預
�
�
�
�
小
学
�
年
生
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
日
�
�
�

�
�
蔵
�
中
�
�
不
思
議
�
体
験

�
�
�
�
�
祖
父
�
大
切
�
�
�

�
�
古
道
具
�
�
�
動
�
出
�
�

�
�
�
�
�
�
話
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
突
然
�
地
獄
�
鬼
�
�

�
�
�
�
�
�
柱
時
計
�
振
�
子

�
盗
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
古
道
具
�
�
�
一
緒
�
鬼
�

追
�
�
�
�
地
獄
�
通
�
�
�
�

�
井
戸
�
落
�
�
�
�
�
�
�
�
�

落
�
�
�
�
�
�
地
獄
�
一
丁
目
�

�
�
�
�
�
�
�
�
死
�
�
�
�

�
�
�
��
閻�

�

魔�

�
�
�
掛
�
合
�

�
�
元
�
世
界
�
戻
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
閻
魔
庁
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
閻
魔
�
�
�
�
�
悪

人
�
金
�
�
�
�
�
極
楽
行
�
�

�
�
�
�
�
極
悪
閻
魔
�
�
金
�

持
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
針
山
地
獄
�
熱
湯
地
獄
�
�

�
�
�
�
地
獄
�
落
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
心
�

残
�
�
�
�
�･･･

�

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

○
第
六
法
則

こ
だ
わ
り
の
法
則

�
�
�
�
�
�
�
�
�
続
�
�

　

あ
る
こ
と
に
集
中
す
る
と
そ
こ

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
周
囲
が
説
明

し
た
り
、
説
得
し
た
り
、
否
定
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
と
い
う
の
が
こ
の
法
則

の
特
徴
で
す
。
11
月
号
・
12
月
号

で
は
、
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち

４
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
「
こ
だ
わ
り
」
に
対
処
す
る
ポ

イ
ン
ト

⑤
一
手
だ
け
先
手
を
打
つ

　

す
べ
て
に
先
手
を
打
つ
の
で
は

な
く
、
一
手
だ
け
先
手
を
打
っ
た

対
応
を
行
い
、
そ
の
後
は
割
り
切

っ
て
必
要
以
上
の
不
安
を
抱
か
な

い
よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。
本
人

が
買
い
物
に
出
か
け
た
い
場
合
、

お
金
の
支
払
い
の
こ
と
な
ど
家
族

は
心
配
に
な
り
、
外
出
を
控
え
さ

せ
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
出

か
け
そ
う
な
お
店
に
電
話
を
か
け
、

お
店
の
人
か
ら
本
人
に
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
り
、
お
金
の
支
払
い

な
ど
手
伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
お

願
い
を
し
、
先
手
を
打
ち
ま
し
ょ

う
。
そ
の
後
は
、
必
要
の
な
い
不

安
は
抱
か
な
い
こ
と
で
す
。

⑥
本
人
の
過
去
を
知
る

　

一
生
懸
命
介
護
し
て
い
る
相
手

か
ら
「
財
布
を
盗
ん
だ
」
な
ど
と

泥
棒
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
は
シ
ョ

ッ
ク
な
こ
と
で
す
し
、
介
護
す
る

意
欲
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。「
も
の

盗
ら
れ
妄
想
」
は
、
金
銭
的
に
苦

労
し
た
経
験
を
味
わ
っ
て
き
た
人

に
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
症
状
で

す
か
ら
、
そ
の
苦
労
を
理
解
す
れ

ば
家
族
の
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。「
盗
ん
だ
ろ
う
」
と
言

わ
れ
て
も
、「
昨
日
集
金
の
人
が
来

た
と
き
、
持
ち
合
わ
せ
が
無
く
て
、

ち
ょ
っ
と
借
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
め
ん
な
さ
い
。」
と
お
金
を
返

せ
ば
こ
だ
わ
り
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

渡
し
た
お
金
は
後
日
取
り
戻
し
て

お
け
ば
い
い
の
で
す
。
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か
た
。

　

ニ
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

給
し
て
い
る
か
た
。

②
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
か
た
。

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受

　

け
よ
う
と
す
る
か
た
。

 

申
告
書
�
書
�
方

　

町
県
民
税
の
申
告
書
は
２
月
２

日
に
配
布
し
ま
す
。
書
き
方
に
つ

い
て
は
「
平
成
21
年
度
分
町
民
税

県
民
税
の
申
告
の
手
び
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
か
ら
新
た
に
農
業
所

得
が
あ
る
か
た
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
�
�
�  

�

�
必
要
�
�
�

　

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要

で
す
。
忘
れ
ず
に
会
場
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
町
か
ら
配
布
さ
れ
た
町
県
民
税

　

の
申
告
書
と
税
務
署
か
ら
配
布

　

さ
れ
た
確
定
申
告
書

③
昨
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

　

◇
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票
、

　
　

給
与
支
払
証
明
書

　

◇
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
…

　
　

公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票

　

◇
営
業
等
所
得
者
…
収
入
や
経

　
　

費
の
わ
か
る
帳
簿
な
ど

④
生
命
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑤
地
震
保
険
料
の
掛
金
支
払
証
明
書

⑥
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
を

　

証
す
る
書
類

⑦
身
障
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

⑧
預
金
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

⑨
平
成
20
年
中
に
新
増
築
、
購
入

　

な
ど
に
よ
り
家
屋
を
取
得
し
、

　

住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別

　

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
か
た
は
、
前
記
の
ほ
か
に
添

　

付
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
住
宅
借
入
金
（
取
得
）

等
特
別
控
除
に
は
適
用
要
件
が
あ

　

ま
も
な
く
、
町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期

で
す
。
申
告
相
談
の
受
け
付
け
は
、
町
内
の
公
民
館
な
ど
で
行
い

ま
す
（
日
程
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）。申
告
期
限
は
「
町
県
民

税
」「
所
得
税
」
い
ず
れ
も
３
月
16
日
で
す
。
町
県
民
税
の
申
告
書

は
、
原
則
と
し
て
１
月
１
日
現
在
で
住
所
の
あ
る
市
区
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
�
申
告

町 

県 

民 

税

 

申
告
�
必
要
�
�
�

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
、
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
昨
年
中
（
平
成
20
年
１
月
１
日

　

〜
平
成
20
年
12
月
31
日
）
に
所

　

得
が
あ
っ
た
か
た
（
公
的
年
金

　

な
ど
の
受
給
者
を
含
む
）。た
だ

　

し
、
給
与
所
得
者
は
次
に
該
当

　

す
る
か
た
。

　

イ
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。

　

ロ
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
事
業

　

所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所

　

得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ

　

っ
た
か
た
。

　

ハ
給
与
所
得
だ
け
の
か
た
で
平

　

成
20
年
中
に
会
社
を
退
職
し
た

１．町県民税寄付金控除の改正
○寄付金控除が「所得控除」から「税額控除」になり
　ました。
○控除対象となる団体・金額の範囲が拡大されました。
○都道府県、市町村などに対する寄付は、控除額が加
　算されます（ふるさと納税制度）。
２．医療費控除の改正
　控除対象に、特定検診の結果に伴う特定保健指導に
　係るものが加えられました。
３．住宅省エネ改修工事などに係る住宅借入金控除の
　創設
　エネルギーの使用の合理化に資する改修工事を行い、
　一定の要件を満たす場合に、所得税からの税額控除
　を受けることができます。
４．町県民税の年金からの特別徴収開始
　65歳以上のかたがたの町県民税の年金からの特別徴
　収が平成21年10月から開始されます。

平成21年度分町県民税と
平成20年分所得税の主な改正点

り
ま
す
の
で
、
あ
て
は
ま
る
か
ど

う
か
お
確
か
め
の
う
え
、
準
備
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

⑩
平
成
20
年
中
に
多
額
の
医
療
費

　

の
支
払
い
が
あ
っ
た
か
た
で
、

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、

　

医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。

��

願�

�

〇
農
業
所
得
の
申
告
は
、

・
農
業
に
お
け
る
収
入
、
経
費
の

　

す
べ
て
の
資
料
を
基
に
計
算
さ

　

れ
た
収
支
計
算
書
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

・
計
算
の
も
と
に
な
っ
た
資
料
も

　

申
告
の
際
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
農
業
者
年
金
経
営
移
譲
に
関
係

　

さ
れ
る
か
た
は
、
農
業
所
得
の

　

申
告
名
義
人
が
正
し
い
か
確
認

　

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
新
規
に
購
入
さ
れ
た
事
業
用
機

　

械
、
農
機
具
な
ど
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
そ
の
領
収
書
や
販
売
証
明

　

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
共
有

　

で
購
入
さ
れ
た
か
た
は
、
申
告

　

前
に
町
民
税
務
課
に
領
収
書
や

　

販
売
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

〇
農
作
業
の
委
託
費
や
小
作
料
の

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

申告期限は

３月16日

　

は
、
支
払
額
、
支
払
先
を
明
確

　

に
記
入
し
て
申
告
前
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　

に
関
わ
る
収
入
金
な
ど
に
つ
い

　

て
は
、
事
前
に
町
民
税
務
課
で

　

把
握
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

　

す
。

○
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ

　

る
か
た
は
、
租
税
公
課
を
求
め

　

る
際
、
固
定
資
産
税
の
課
税
明

　

細
書
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

〇
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控

　

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、

　

配
偶
者
の
平
成
20
年
中
の
所
得

　

を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
（
給

　

与
明
細
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

○
平
成
21
年
度
に
所
得
額
証
明
・

　

課
税
証
明
・
非
課
税
証
明
な
ど

　

が
必
要
な
か
た
は
、
収
入
の
有

　

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か

　

た
で
領
収
書
の
合
計
が
済
ん
で

　

い
な
い
場
合
、
会
場
内
に
設
け

　

る
「
計
算
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
申

　

告
相
談
の
前
に
計
算
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

町
県
民
税
の
自
書
申
告
を

　

さ
れ
る
か
た
へ

　

自
書
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
収
入
や
経
費
の
分
か
る
書
類
、

計
算
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
か
た

　

は
、
源
泉
徴
収
票
を
添
え
て
く

　

だ
さ
い
。

●
田
畑
の
小
作
料
、
家
賃
収
入
の

　

あ
る
か
た
は
、
そ
の
明
細
書
を

　

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
種
控
除
の
証
明
書
は
必
ず
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
な

　

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
押
し
て
く
だ

　

さ
い
。

＜受付時間＞　朝８時45分～午後３時
（午前の部の受付は午前11時まで）

各地区公民館・中央公民館は朝8時30分開館となります。

●問い合わせ　町民税務課町税係（☎85-6132）

●受付は昼も行い、申告は受付簿に記入された順に行います。

●申告相談は準備の都合上、できるだけ指定された日・会場で受　

　けられるようお願いします。

●指定された会場に都合のつかないかたは、前もって町民税務課　

　町税係にご連絡ください。

●申告期間中は、町民税務課町税係の役場１階事務室での相談は　

　受け付けませんのでご協力ください。

●中央公民館での３月９日から13日までの相談は、受付順にかか　

　わらず、十王・荒砥地区のかたを優先します。

●相談会場が同じ場合は、いつでも相談を受け付けます。

（例）３月５日が指定の日のかたで都合がつかないかたは、３月　

　　　３日から６日までの間（会場が蚕桑地区公民館）であれば、

　　　いつでも相談を受け付けます。

給与支払報告書の提出は
お早めに
平成20年中に支払給与のある場合は、

給与支払報告書の提出が法律で定め

られていますので、町民税務課町税

係へ提出してください。また、給与

支払報告書の提出期限（２月２日）

が近づくと窓口が込み合いますので、

早めに提出してください。

平成21年所得税と町県民税の
申告相談受付日程

月日
曜
日

会　場
相談受付地域　　

午　前 午　後

2/16 月 鷹山地区公民館 中田、原、上原 堀之内、北原、 針生
17 火 〃 山道、西 新屋敷1・2

18 水 〃
下折居、上折居、
西原、細野

東小手沢、南

19 木 東根地区公民館 南部1・2 南部3・4・5
20 金 〃 中部1・2 中部4・5･6
21 土

22 日

23 月 東根地区公民館 北部1・2 北部3・4
24 火 〃 中部3、東部1・2 東部3・4
25 水 ハーモニープラザ 鮎貝3・4・12 鮎貝10・14
26 木 〃 鮎貝1・6 鮎貝5、高岡1、深山1
27 金 〃 鮎貝7・8・9 鮎貝2、高岡2、深山2
28 土

3/1 日

2 月 ハーモニープラザ 鮎貝13 鮎貝11、黒鴨
3 火 蚕桑地区公民館 蚕桑3・4 蚕桑1・2・5
4 水 〃 蚕桑6・7 蚕桑8・9・10
5 木 〃 蚕桑11・13 蚕桑12・16・17・18 
6 金 〃 蚕桑14・15 蚕桑19・20
7 土

8 日

9 月
中央公民館
大ホール

十王1・2・3 十王4・5・6・7

10 火 〃 貝生3、菖蒲1・2 十王8・9・10
11 水 〃 貝生2、下山、佐野原 仲町2、貝生1、大瀬

12 木 〃 八幡1・2、新町
出来町2、横町2、
仲町4

13 金 〃
上町、出来町1、
横町1

仲町1・3

14 土

15 日

16 月
中央公民館
大ホール

指定された会場においでになれなかったかた
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平成21年4月から

合併処理浄化槽の
制度が変わります

　広報しらたか平成20年10月号でお知らせしました
が、平成21年４月から合併処理浄化槽（町設置型）
が始まります。
　この事業は、合併処理浄化槽を設置したいご家庭
の要望（申請）があれば、町が設置し、その後の維
持管理も町が行う事業です。町と使用者との負担区
分は、下記のとおりになります。
■問い合わせ　建設水道課下水道係（☎85－6138）

　対象となる区域

　公共下水道及び農業集落排水処理事業区域以外の町全域の個人住宅

　浄化槽設置工事の費用区分

　工事費用の負担区分

　浄化槽の維持管理費の負担区分 　１カ月の維持管理費の負担（使用料金）

すでに合併処理浄化槽を
設置している場合

　適正な維持管理などを行っ
ている合併処理浄化槽は、町
に寄付いただくことにより、
町が維持管理を行っていきま
す。その場合、受益者分担金
は不要です。

町の負担 使用者（個人）の負担

○保守点検費（年３回）
○清掃費（年１回）
○薬品の補充費
○浄化槽法に定められた
　検査費
○電気料金の一部

○水道料金、使用料金（右表）、　
　電気料金の一部
○使用者の都合により浄化槽の移
　動または撤去する場合の費用
○排水設備の維持管理費
○土地改良施設（水路）使用料など

基本料金 超過料金

10 m3まで
1,680 円

１m3につき
168 円

合併処理浄化槽 マスマス マス マス

台所 フロ トイレ

境界

側溝

個　人
（排水設備）

町（付帯工事を除く） 個　人
（排水設備）

排水設備

町の負担 使用者 （個人） の負担

○浄化槽本体工事費 ○受益者分担金　200,000 円
○浄化槽本体工事費以外の工事費
○単独処理槽の撤去費用
○支障物件の撤去 ・ 移転 ・ 復旧費用
○その他費用

支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考
平成 20 年 12 月  １日 御祝 3,000 円 鷹山を語る会

12 月  ５日 御祝 5,000 円 きらやか銀行講演会
12 月  ８日 香典 10,000 円
12 月  ９日 御祝 3,100 円 ヤナ仕舞いと鮎供養祭
12 月  ９日 御祝 10,000 円 職員結婚祝

12 月 11 日 御祝 3,000 円 どりいむ農園直売所産直の会員交流会
12 月 15 日 香典 20,000 円

計 54,100 円 

12月の町長交際費

　平成20年12月に支出され
た町長交際費についてお知ら
せします。

■問い合わせ　総務政策課　
　総務係（☎85－6120）

肥料高騰対応緊急対策事業のお知らせ

　肥料の高騰が著しく、国での緊急補正により肥料
高騰対策が行われることとなりました。これは、化
学肥料の施用量を２割以上削減する農業者グループ
に対して、肥料費の増加分の７割を助成するもので
す。
　町では、ＪＡ山形おきたま白鷹支店と協力しなが
ら取り組みます。詳しくはお問い合わせください。

【申請要件】
◆この支援を受けるには、肥料低減に取り組むこと
　が必要です。
◆申請には、肥料購入時の領収書が必要です。
◆１月末までに、県水田協議会に申請しなければな
　りません。
【申請日程】
○日時　１月26日（月）
　午前の部　午前９時～ 11時30分
　午後の部　午後１時30分～４時
○場所　ＪＡ山形おきたま白鷹支店２階ホール
＊事前に、必要書類などについてお問い合わせくだ
　さい。

■申込・問い合わせ
　産業振興課農業振興係（☎85－6127）
　ＪＡ山形おきたま白鷹支店（☎85－2121）

　不審な電話に注意を！

「定額給付金の給付」をかたった
振り込め詐欺が続出しています

　11月中旬から一部の都道府県において、定額給付
金の給付をかたった以下のような不審な電話があっ
たという相談が、警察署または市区町村に対してな
されています。

○市役所職員を名乗る者から、「定額給付金の給付に
　必要なので、家族構成や個人名、口座番号を教え
　てもらいたい」と、個人情報の提供を求められた。
○市役所職員を名乗る者から、「定額給付金に関する
　通知を送ったが届いているか。届いていないので
　あれば電話がほしい」と、フリーダイヤルへ電話
　するよう求められた。
○市役所職員を名乗る者から、「定額給付金の給付手
　続きが込み合っているので、通帳を持ってＡＴＭ
　（現金自動預払機）まで行き、電話をしてほしい」
　と、フリーダイヤルの電話番号を伝え、ＡＴＭへ
　おびき出そうとした。など

　全国自治体では、このような定額給付金に関

　する電話による連絡やＡＴＭでの手続きなど

　は、一切行っていません。今後詳細が決定し

　た場合は、広報しらたかや文書などでご連絡

　いたします。

■問い合わせ
　総務省定額給付金室（☎03－5253－5111）

広告 広告

　山形県の最低賃金
　使用者は、すべての労働者（臨
時、パートタイマー、アルバイト
などを含む）に対して、この賃金
額以上の金額を支払わなければな
りません。
■相談・問い合わせ
　山形労働局労働基準部賃金室　
（☎023－624－8224）

金額 効力発生日
山形県最低賃金 １時間 ６２９円 平成 20年 10 月 30 日

産
業
別
最
低
賃
金

電気機械器具等製造業 １時間 ７１３円

平成 20年 12 月 25 日
一般産業用機械・装置等製造業 １時間 ７２８円
自動車・同附属品製造業 １時間 ７２９円
自動車整備業 １時間 ７３１円

家具製造業 １時間 ６３６円
平成 10年３月４日

１　日 ５，０８５円

医療用機械器具等製造業 １時間 ６３４円
平成８年１月 10 日

１　日 ５，０７０円
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催　し

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部
主
催

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

お
酒
を
交
え
な
が
ら
の
お
し
ゃ

れ
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
昨
年
は

５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し

た
。
本
気
の
出
会
い
を
求
め
る
か

た
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

▼
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

▼
対
象　

成
人
の
独
身
男
女

▼
募
集
人
員　

男
性
15
人

　
　
　
　
　
　

女
性
15
人

＊
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
し
だ

　

い
締
め
切
り
ま
す
。

▼
会
費　

男
性
５
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性
２
０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

商
工
会
青
年
部
事
務
局
／
梅
津

（
☎
85

－

０
０
５
５
）

荒
砥
高
等
学
校
職
場
体
験
学
習

発
表
会

　

荒
砥
高
校
で
は
、
２
年
生
が
実

施
し
た
職
場
体
験
学
習
の
活
動
成

果
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
い
で
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
７
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
等
学
校

（
☎
85

－

２
１
７
１
）

第
32
回
高
齢
者
自
作
品
展
示
即

売
会

　

は
っ
ぴ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
も
参
加
す
る
予
定

で
す
。
た
く
さ
ん
の
手
づ
く
り
作

品
の
発
表
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

１
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
出
品
物　

ほ
う
き
、
豆
類
、
手

芸
品
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
社
会
福
祉
協
議
会

内
・
☎
86

－

０
１
５
０
）

炭
焼
�
体
験
会
�
参
加
者
募
集
�

▼
い
つ　

２
月
７
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

ふ
る
さ
と
森
林
公
園

内
も
り
も
り
ハ
ウ
ス
、
森
林
組
合

炭
焼
き
小
屋

▼
内
容

①
白
炭
窯
で
の
炭
焼
き
体
験
（
窯

　

出
し
、
木
酢
液
採
取
な
ど
）

②
ド
ラ
ム
缶
窯
で
の
炭
焼
き
体
験

　

（
窯
入
れ
、
窯
出
し
）

③
ミ
ニ
炭
俵
づ
く
り

▼
対
象　

一
般
30
人
（
先
着
順
）

＊
小
学
校
低
学
年
の
か
た
は
、
大

　

人
の
か
た
と
一
緒
に
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
、
保
険
料
）

▼
持
ち
物　

昼
食

▼
締
め
切
り　

２
月
４
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

木
炭
文
化
協
議
会
（
西
置
賜
ふ
る

さ
と
森
林
組
合
内
・
☎
86

－

２
３

１
０
）

�
�
�
�
�
�
無
料
体
験
会

　

現
在
中
央
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
無

料
体
験
が
で
き
ま
す
。
や
さ
し
く
、

楽
し
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
美
容

と
健
康
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
初
心
者

や
男
性
の
か
た
も
大
歓
迎
で
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

17
日
（
火
）

▼
会
場　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

▼
持
ち
物　

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

▼
ク
ラ
ス

①
ケ
イ
キ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

〜
６
時
30
分

○
対
象　

年
長
児
〜
小
学
６
年
生

②
イ
リ
マ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

○
対
象　

ど
な
た
で
も

③
ワ
ヒ
ネ
ク
ラ
ス

○
時
間　

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

○
対
象　

中
学
生
〜
40
歳

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

カ
フ
ラ

・
オ
・
ハ
ワ
イ
／
松
下
ま
な
み

（
☎
０
９
０

－

９
５
３
２

－

０
０

４
７
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
雪
�
子

�
�
�
�
�
参
加
者
募
集
�

　

仲
間
と
の
活
動
、
里
山
の
体
験
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
を
通
し
、
町
の
あ
た
た
か
さ
や

冬
の
楽
し
さ
を
体
感
し
よ
う
。

（
白
鷹
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
：
平
成

21
年
度
白
鷹
町
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
推
進
モ
デ
ル
団
体
）

▼
い
つ　

２
月
21
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
〜
22
日
（
日
）
午
後
３

時
30
分

▼
ど
こ
で　

町
営
ス
キ
ー
場
、
中

山
小
学
校
（
宿
泊
）

▼
内
容　

ス
キ
ー
、
雪
山
散
策
、

創
作
活
動
、
雪
遊
び
、
昔
遊
び
、

調
理
体
験
ほ
か

▼
参
加
対
象　

６
歳
（
幼
児
）
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で

▼
参
加
人
数　

子
ど
も
30
人

＊
こ
の
ほ
か
指
導
者
10
人
、
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
数
人
が
参
加
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

一
人
６
０
０
０
円

（
リ
フ
ト
代
込
み
）

＊
シ
ー
ズ
ン
券
の
使
用
者
は
１
０

　

０
０
円
引
き
、
兄
弟
な
ど
は
一

　

人
に
つ
き
５
０
０
円
引
き

▼
持
ち
物　

着
替
え
、
タ
オ
ル
、

寝
袋
、
参
加
費
、
洗
面
・
入
浴
用

具
、
米
３
合
、
食
器
（
茶
わ
ん
、

は
し
な
ど
）、ス
キ
ー
用
具
一
式
、

防
寒
具
な
ど

▼
締
め
切
り　

定
員
に
な
り
し
だ

い
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
キ

ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
／
代
表　

吉
田
隆

二
（
☎
０
９
０

－

９
０
３
８

－

３

３
１
８
）

募　集

�
�
�
�
�
�
�
環
境
税
�

森
�
�
�
活
動
�
応
援
�
�
�

　

平
成
21
年
度
み
ど
り
環
境
公
募

事
業
に
よ
る
県
民
参
加
の
森
づ
く

り
活
動
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容
（
平
成
21

年
度
に
実
施
す
る
取
り
組
み
）

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

④
森
林
資
源
の
利
活
用

▼
募
集
期
間　

１
月
19
日
（
月
）

〜
２
月
20
日
（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
み

ど
り
の
郷
推
進
担
当
（
☎
85

－

６

１
２
５
）
ま
た
は
置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

第
31
回
町
民
卓
球
大
会
�
出
場
者

�
募
集
�
�
�

▼
い
つ　

２
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
種
目

①
団
体
戦

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、

　

中
学
男
子
、
中
学
女
子
、
小
学

　

男
子
、
小
学
女
子
、
ラ
ー
ジ
ボ

　

ー
ル
男
子
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女

　

子
）

③
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、
混

　

合
、
夫
婦
、
親
子
）

▼
参
加
料

・
シ
ン
グ
ル
ス　

一
人
２
０
０
円

・
ダ
ブ
ル
ス　
　

一
組
４
０
０
円

＊
団
体
戦
・
小
学
生
は
無
料

▼
締
め
切
り　

１
月
23
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
／
衣
袋（
☎
85

－

６
１
２
５
）

啓
翁
桜
�
�
�
�
�
�
�
�

　

白
鷹
町
特
産
と
な
っ
た
啓
翁
桜
。

こ
の
冬
も
全
国
各
地
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と

つ
の
お
楽
し
み
と
し
て
、
啓
翁
桜

の
写
真
を
撮
っ
て
応
募
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
作
品　

啓
翁
桜
が
写
っ
て

い
る
も
の
（
つ
ぼ
み
、
咲
き
は
じ

め
、
満
開
、
葉
桜
な
ど
）

▼
応
募
形
式　

プ
リ
ン
ト
写
真
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画

像
デ
ー
タ
な
ど

▼
各
賞　

金
賞
１
点
、
銀
賞
２
点
、

銅
賞
３
点
、
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
賞
、

白
鷹
賞
な
ど

▼
賞
品

○
金
賞
／
特
選
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト　

　

（
米
・
切
も
ち
）

○
銀
賞
／
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
（
米
・

　

切
も
ち
）

○
銅
賞
／
特
選
白
米

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採
用
試
験

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

西
置
賜
行
政
組
合
お
い
た
ま
荘

　

看
護
職　

１
人

▼
採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月

１
日

▼
受
験
資
格　

昭
和
44
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
か

た（
取
得
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）

▼
１
次
試
験
日　

２
月
15
日（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
庁
舎
内

▼
試
験
内
容

○
１
次
試
験　

適
性
試
験
、
作
文

　

試
験
（
筆
記
）

○
２
次
試
験　

人
物
試
験

▼
受
付
期
間　

１
月
15
日
（
木
）

〜
30
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
試
験
申
込
用
紙
の
請
求　

西
置

賜
行
政
組
合
事
務
局
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
お
い
た
ま
荘
、
消
防
本
部
、

消
防
署
白
鷹
分
署
な
ど

■
申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

西

置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
長
井
市

平
山
４
４
６
０
消
防
本
部
庁
舎
内

／
☎
88

－

４
３
３
６
）

＊
そ
の
他
の
賞
は
白
鷹
町
の
特
産

　

品
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

３
月
25
日
（
水
）

▼
各
賞
発
表　

４
月
１
日
に
ホ
ー

ム
べ
ー
ジ
に
て
発
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
ご
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
（
画

　

像
）
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
今
後
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
カ
タ
ロ
グ
、

　

チ
ラ
シ
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た

　

だ
く
予
定
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
フ

ァ
ー
ム
し
ら
た
か
（
☎
85

－

０
８

２
５
）

県
営
住
宅
�
入
居
者
募
集

【
白
鷹
ア
パ
ー
ト
】

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

１
４
８
２

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

６
＋
６
＋
４
・
５
＋

Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

〜
２
万
８
５
０
０
円

【
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
】

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

月
額
２
万
３
８
０
０
円

〜
５
万
２
２
０
０
円

【
ど
ち
ら
も
】

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
県
営
住
宅

に
同
居
す
る
親
族
が
い
る
か
た

▼
入
居
時
期　

３
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

２
月
２
日
（
月
）

〜
６
日
（
金
）

▼
申
込
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
西
置
賜
建
設
総
務
課

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
す
ま
い

情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

法
廷
傍
聴
�
説
明
会

　

刑
事
裁
判
を
傍
聴
し
、
そ
の
後

裁
判
官
に
よ
る
裁
判
手
続
と
裁
判

員
制
度
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

①
第
１
回　

１
月
22
日
（
木
）

②
第
２
回　

２
月
19
日
（
木
）

③
第
３
回　

３
月
５
日
（
木
）

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
受
付
午
後
１
時
〜
）

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
裁
判
所
米

沢
支
部

▼
定
員　

各
30
人

▼
申
込
期
間　

前
日
の
午
後
５
時

ま
で
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）



【12月1日～12月31日届出】

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
十　王　原　田　運　　　89
菖　蒲　舩　山　喜　一　83
横田尻　小　林　昭　榮　80
山　口　木　村　　正　　75
荒砥甲　多　田　久　男　87
畔　藤　大　木　サ　ダ　97
荒砥乙　工　　　和　夫　79
高　玉　髙木　　右　門　87
畔　藤　小　形　玲　子　77
十　王　佐　藤　ち　ゑ　86
荒砥甲　安　部　り　ん　92
荒砥甲　髙　橋　鶴　雄　84
浅　立　船　山　ち　よ　92
鮎　貝　田　中　辰　雄　84
高　玉　樋　口　　登　　81
高　玉　髙　橋　利　平　80
中　山　布　施　ゆきゑ　83

No.1008
2009-1

-14

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

萩　野 守谷 俊一郎 桜
さくら

晶　子

横田尻 池田 順　也 快
かい た ろう

多朗聡　美

荒砥乙 菅原 喜　郎 理
り

　杏
あ

綾　子

深　山 樋口 秀　人 琉
る

　南
な

良　子

箕和田 熊坂 嘉代司 雪
きよ

　花
か

智　美

畔　藤 土屋 貴　博 海
かい

　晴
せい

美　樹

箕和田 小口 孝　司 律
りつ

　稀
き

真由美

畔　藤 藤守 真　一 蛍
ほたる

直　子

滝　野 海老名 直　志 咲
さ

　季
き

真　紀

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（菅　原　　悟　　　畔　藤
金　子　聡　子　　長井市

（丹　　　憲　幸　　長井市
長谷部　　香　　　鮎　貝

（須　貝　弘　和　　横田尻
樋　口　富　美　　深　山

（鈴　木　悠　希　　南陽市
金　田　七　恵　　高　玉

（松　野　裕　優　　十　王
青　木　琴　美　　深　山

佳
作　

オ
レ
オ
レ
が
心
の
隙
間
埋
め
に
来
る　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

リ
ホ
ー
ム
も
出
来
ぬ
我
が
家
の
隙
間
風　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

歳
末
に
師
走
冷
た
い
隙
間
風　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

次
男
坊
家
族
の
隙
間
住
み
分
け
る　
　
　
　

藤　

沢　

田
苗　

創
真

〃　
　

寂
し
さ
の
隙
間
に
浮
か
ぶ
母
の
顔　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

鍋
料
理
隙
間
な
く
な
る
具
沢
山　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

老
夫
婦
隙
間
を
埋
め
る
孫
が
い
た　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

隙
間
か
ら
覗の

ぞ

く
幼
子
は
に
か
ん
で　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

隙
間
風
兄
弟
雑
魚
寝
あ
た
た
か
い　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

隙
間
か
ら
朝
寝
を
覗
く
ご
来
光　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
隙
間
風
起
こ
す　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

戸
の
隙
間
長
い
歴
史
を
物
語
る　
　
　
　
　

佐
野
原　

竹
田　

正
子

秀
逸　

隙
間
風
吹
い
て
二
輪
の
花
ゆ
れ
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

夫
婦
仲
悪
い
隙
間
は
子
が
ふ
さ
ぎ　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

一
人
居
の
肌
に
染
み
い
る
隙
間
風　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

母
亡
き
後
心
の
奥
に
住
む
隙
間　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

隙
間
な
く
里
の
味
覚
を
詰
め
て
娘
に　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

�
町
報
川
柳
�　　

隙す
き

間　
　
　
　

高
橋　

白
兎　

選

〃　
　

一
言
が
心
の
隙
に
突
き
さ
さ
る　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

小
包
の
隙
間
に
愛
を
入
れ
て
母　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

隙
間
風
財
布
の
中
迄ま

で

吹
い
て
来
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

宅
便
の
隙
間
隙
間
に
里
の
味　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

老
い
の
道
心
の
隙
を
野
良
に
埋
め　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

五
客　

隙
間
風
気
に
せ
ぬ
母
の
オ
サ
の
音　
　
　
　

神
奈
川　

井
上　

秀
雄

〃　
　

風
の
日
は
隙
間
を
埋
め
る
孫
が
居
る　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

倦け
ん
た
い怠
期
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
隙
間
風　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

隙
間
風
入
る
余
地
な
い
家
族
の
輪　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

奥
の
歯
の
隙
間
に
残
る
妻
の
味　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

人
位　

隙
間
な
く
桶お

け

一
杯
に
秋
を
漬
け　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

地
位　

幸
せ
の
隙
間
に
し
の
び
寄
る
魔
の
手　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

天
位　

豊
か
さ
の
隙
間
は
び
こ
る
悪
の
花　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

軸　

隙
間
か
ら
洩も

れ
て
来
る
の
は
火
の
匂
い　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎

次
回　

「
未
来
」
新
年
一
月
末
日
迄
。　

「
人
生
」
二
月
末
日
迄
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛
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今
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